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講義の内容

1）地域づくりと住民活動の構造

2）地域づくりの進め方



「地域づくり」とは

人づくり
一人では達成できないことを

地域の中で他者と協力して達成する



• 「断らない」相談支援などの課題解決の機能
• 新たに開発された活動やサービス（参加支援）

• 従来から存続する地縁関係
• 顔見知り、お互い様の関係

• 地域の活動などに参加・協力する関係
• 問題意識を共有する関係

• 住民/当事者の中に培われるリーダーシップ

• プラットフォーム
• 協議体

• ネットワーク
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（出典：室田）（検討会提出資料を一部修正）

地域活動の構造



コミュニティとアソシエーション
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多機関協働事業



住民との出会い方

自宅訪問

来所、電話相談、インターネット相談

他の住民からの紹介

行政・専門機関からの紹介

地域活動を通して

住民と出会う場面

活動への参加

会議への参加

イベントへの参加

個人

集団



地域共生社会における関係性

地域共生社会のキーワード

• 他⼈事を「我が事」に変えていくような働きかけをする

• 「地域で困っている課題を解決したい」という気持ちで、様々な取

組みを⾏う

• 「⽀え⼿」「受け⼿」という関係を超えて

• 地域住⺠や地域の多様な主体が『我が事』として参画し

厚労省（2017）「地域⼒強化検討会最終とりまとめ」

厚労省（2017）「『地域共⽣社会』の実現に向けて（当⾯の改⾰⼯程）」



関係構築の原理

出典：https://communityorganizing.jp/
関係は価値観を共有することに根差しています。
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リーダーシップの構造

出典：https://communityorganizing.jp/

ドット・リーダーシップ バラバラのリーダーシップ
スノーフレーク・

リーダーシップ



時間の捉え方
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活動の盛り上がり
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まとめ

1）地域づくりは人づくり

2）コミュニティからアソシエーションをつくる

3）「受け手」「支え手」ではない関係をつくる

4）リーダーシップの輪を広げていく

5）計画的かつ意図的に取り組む


